
国際交流員活動のハロウィンパーティーのため仮装した
子どもたち　岩塚小学校　１０月３１日�
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 主な内容
除雪作業にご協力をお願いします……………２
新年名刺交換会の案内…………………………３
統合小学校の名称が決まりました……………３
長岡地域で合併を学ぶ「研究会」発足………５
高齢者のインフルエンザ予防接種の案内……７
議会定例会のお知らせ…………………………８
町文化展が開催されました……………………１２
年末年始の体育施設休館のお知らせ…………１５
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今
月
上
旬
に
も
長
岡
市
を
中
心

と
し
た
合
併
研
究
会
が
発
足
し
ま

す
。
研
究
会
参
加
市
町
村
は
、
長

岡
市
、
見
附
市
、
栃
尾
市
、
中
之

島
町
、
小
国
町
、
山
古
志
村
そ
し

て
越
路
町
の
七
市
町
村
で
す
。
三

島
町
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参

加
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
会
は
、
合
併
を
前
提

と
せ
ず
、「
合
併
の
目
的
や
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
」「
地
域
の
個
性

を
尊
重
し
た
合
併
の
可
否
」
等
の

合
併
に
関
す
る
様
々
な
問
題
に
つ

い
て
研
究
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
二
ヶ
月
に
一
回
程
度

の
市
町
村
長
会
議
、
毎
月
数
回
の

担
当
課
長
会
議
、
担
当
者
会
議
等

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

期
間
は
概
ね
一
年
間
と
し
て
、

こ
の
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、

来
年
度
中
に
各
市
町
村
の
自
主
的

な
判
断
で
、
次
の
段
階
に
移
行
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
メ
ー
ル

gappei@
tow
n.koshiji.niigata.jp

       
   
                    

い
」
な
ど
の
ご
要
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
市
町
村
合
併
準
備
室
ま
で

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

九
二
―
五
九
一
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

九
二
―
三
三
三
三

の
か
、
他
市
町
村
と
比
較
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
は
行
政
の
制
度
等
も
比
較

し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
比
較
表
が
見
て
み
た

　

今
月
の
「
比
べ
て
み
よ
う
」
は
、

合
併
研
究
会
に
参
加
す
る
市
町
村

の
平
成
十
二
度
の
財
政
状
況
で
す
。

　

越
路
町
が
ど
ん
な
状
態
で
あ
る

　

町
民
に
よ
る
「
考
え
る
会
」
の

二
回
目
の
会
議
が
十
一
月
十
五
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

合
併
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
年
代

に
よ
っ
て
違
う
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
か
ら
、
年
齢
に
よ
り
四

部
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
考

え
ら
れ
る
合
併
パ
タ
ー
ン
」「
そ
の

場
合
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

は
何
か
」
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し

た
。
予
定
の
時
間
を
一
時
間
以
上

延
長
し
た
部
会
も
あ
り
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

みんなで考えよう市町村合併！
市町村合併情報　Vol.１

長
岡
地
域
で
合
併
を
学
ぶ

　
　
　
　
　
「
研
究
会
」
発
足

比
べ
て
み
よ
う　

A

　

財
布
の
な
か
み
…（
財
政
）

第
二
回
「
市
町
村
合
併
を

　
　
　
　
　

考
え
る
会
」
開
催

経常収支比率：財政構造の弾力性（余裕）を示すもの。支出のうち
人件費や物件費、公債費など、毎年必ず払う経費を
「経常的経費」という。また、町税や地方交付税など
毎年常に入ってくる財源を「経常一般財源」といい、
使い道が自由な経常一般財源から経常的経費に充て
られる割合が経常収支比率となる。比率が低いほど、
自由に使える資金が多いことになる。

　　　　　　　　標準は７０～８０％　８０％以上は財政硬直化
公債費負担比率：公債費は借金の返済金であり、一般財源総額に占め

る公債費に充てた一般財源の割合をいう。
　　　　　　　　１５％以上黄色信号　　２０％以上赤信号
起債制限比率：市町村の規模にふさわしい標準的な一般財源の規模

を「標準財政規模」といい、これに対する公債費の
割合を「起債制限比率」という。現在借りている借
金が妥当かどうかを判断する数値。

　　　　　　　　１４％以上黄色信号　２０％以上一部起債制限
財　政　力　指　数：公共団体の財政力を示す指数で、１に近く、あるい

は１を越えるほど財源に余裕があるとされています。
　　　　　　　　　収入（一定の方法で算出した税収入）
　　　　　　　　　需要　合理的で妥当な水準で行政活動を
　　　　　　　　　　　　行なうために最小限必要な経費 

用語チェック

小国町山古志村中之島町栃尾市見附市長岡市越路町単位区　　　分

７,４５２２,３７１１３,０３１２５,３４０４４,４２２１９０,４１７１４,５０８人住民基本台帳人口（H１３.３.３１）

５,６２２,６７３２,４５１,６１３５,４９１,５２８１３,５０６,４５３１５,６６７,６７７６７,５４２,２０７５,５７９,８１４千円歳 入 総 額

５７２,１７８１０４,８６３１,０２８,１５３１,７３９,３１３４,１６５,４７３２８,１７３,２９１１,６９８,９１８うち市町村税　

２,５０３,５３７１,５９４,２７７２,６９３,５２６５,２７８,７５５４,９５８,９３７９,９０１,９９７２,０９４,９３６うち地方交付税

５,４１１,４６９２,３２３,８５１５,２２５,１３８１３,０１０,０３１１５,０７６,７３７６３,６９７,３９３５,１１８,０１９歳 出 総 額

１,０９４,９３０５９５,３９７１,１３８,５０８２,４６６,６１０２,７３２,９４３１４,２１０,２９０１,１７７,１５９うち人件費　　

８０.４８７.６８１.７８１.４８０.７８０.２７６.２％経 常 収 支 比 率

２９.３３０.１２５.４３１.８２６.３２８.８２５.６うち人件費　　

１９.５２５.３１７.８１６.３１５.５１６.６１１.３公 債 費 負 担 比 率

１３.８１３.８８.９１１.０１０.９１３.６１０.０起 債 制 限 比 率

５,２９４,２４０２,５３０,０２９７,０５７,９３１１２,７７０,０４４１４,１７８,１２１７２,９３６,９９７４,１３１,７１５千円地 方 債 現 在 高

７５２,４５７９４５,７１８１,００３,１９８３,８４５,６２６２,５８９,８９１２,９５７,１１６３,３５６,７０２積 立 金 現 在 高

０.２１００.０９８０.３０４０.２９２０.４８９０.７６００.４６６財政力指数（H１０～１２ 3 ヶ年平均）

７５４,５１９１,０３４,０００４２１,４２０５３３,００９３５２,７０１３５４,７０７３８４,６０３円歳 入 総 額

人
口
一
人
当
た
り

７６,７８２４４,２２７７８,９０１６８,６３９９３,７７０１４７,９５６１１７,１０２うち市町村税　

３３５,９５５６７２,４０７２０６,７０１２０８,３１７１１１,６３２５２,００２１４４,３９９うち地方交付税

７２６,１７７９８０,１１４４００,９７８５１３,４１９３３９,３９８３３４,５１５３５２,７７２歳 出 総 額

１４６,９３１２５１,１１６８７,３６９９７,３４１６１,５２２７４,６２７８１,１３９うち人件費　　

７１０,４４６１,０６７,０７３５４１,６２６５０３,９４８３１９,１６９３８３,０３８２８４,７８９地 方 債 現 在 高

１００,９７４３９８,８６９７６,９８５１５１,７６１５８,３０２１５,５３０２３１,３６９積 立 金 現 在 高

○長岡地域市町村合併研究会　参加市町村の平成１２年度財政状況一覧表

※　この資料は「平成１２年度地方財政調査（決算統計）」をもとに、市町村合併準備室が作成したものです。
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米
山
稔
氏
（　

歳
・
塚
野
山
）

７７

は
、
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
を
創

業
さ
れ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
テ
ニ

ス
ラ
ケ
ッ
ト
の
分
野
で
国
際
的
に

認
知
さ
れ
た
企
業
に
ま
で
成
長
さ

せ
た
と
と
も
に
、
同
社
を
平
成
六

年
二
月
に
は
、
東
京
証
券
取
引
所

第
二
部
に
上
場
さ
せ
る
に
ま
で
育

成
し
た
事
、同
時
に
、日
本
ス
ポ
ー

ツ
用
品
工
業
協
会
及
び
日
本
ラ

ケ
ッ
ト
工
業
協
同
組
合
等
で
の
、

永
年
に
亘
る
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
振

興
・
発
展
に
努
め
ら
れ
た
事
と
と

も
に
、
財
団
法
人
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
団
を
設
立
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
も
尽
力
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

中
学
三
年
生
を
対
象
と
し
た
租

税
教
室
が
、
十
一
月
十
二
日
に
越

路
中
学
校
、
十
九
日
に
塚
山
中
学

校
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

租
税
教
室
で
は
、
税
に
関
す
る

作
文
・
標
語
で
入
賞
し
た
生
徒
に
、

長
谷
川
長
岡
税
務
署
長
ら
か
ら
賞

状
と
記
念
品
が
渡
さ
れ
、
受
賞
作

品
の
披
露
で
は
、
越
路
中
学
校
は

三
年
の
丸
山
理
沙
さ
ん
の
「
私
た

ち
の
税
」、塚
山
中
学
校
は
三
年
の

太
平
佳
菜
さ
ん
の
「
支
え
合
う
」

と
題
し
た
作
品
の
朗
読
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
岡
税
務
署
永
井
税
務

広
報
広
聴
官
か
ら
「
私
た
ち
の
生

活
と
税
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
話

が
行
わ
れ
、
税
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

中国国家１級美術師
町を訪問
　中国黒竜江省在住の画家陳徳志さ
んが、１１月７日、役場を訪問され
“ぶどう”をテーマにかかれた作品一
点を町に寄贈されました。

蝶・トンボ・カエル・植物の写真を提供願えませんかé
　重要文化財長谷川邸（塚野山地内）北側に、平成１４年３月 竣工 の予定で「塚山地区活性化センター」の建

しゅんこう

築が、新潟県の発注により進められています。
　館内には、展示室が計画されており、町では蝶・トンボ・カエル・植物の写真の展示を予定しております。
　下記の写真をお持ちの方で提供いただける方は町内外を問わずご連絡ください。

◆締　切　り　平成１３年１２月２８日�
◆提供条件　写真の使用・展示について承諾をいただける方に限ります。複製、転写したものは使用できません。
　　　　　　一点につき、多数の応募があった場合は当方で審査の上決定させていただきます。
　　　　　　応募送料は個人負担とします。写真は返却いたします。
◆そ　の　他　採用させていただいた方には、些少ですが謝礼をさせていただきます。
◆連　絡　先　農林課　農林整備係　�９２－５９０３　FAX９２－６９４２　E-mail　nourin＠town.koshiji.niigata.jp 

米
山
稔
さ
ん
が

　

勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章

�
�
��
�
�
�
�
	


�
�

越路中学校で行われた表彰式

蝶
・ゴマダラチョウ
・アカタテハ
・イチモンジチョウ
・セセリチョウ類
・オオヒカゲ
・カラスアゲハ
トンボ

・モノサシトンボ
・アオイトトンボ

・オオアオイトトンボ
・ハグロトンボ
・オニヤンマ
・オオルリボシヤンマ
・ギンヤンマ
・シオカラトンボ
・オオシオカラトンボ
・ウスバキトンボ
・ナツアカネ
・マユタテアカネ

・アキアカネ
・ノシメトンボ
・ヒメアカネ

カエル
・アズマヒキガエル
・アマガエル
・シュレー ｹルアオガエル
・モリアオガエル
・ヤマアカガエル

植物
蝶のエサとなる植物
・エノキ（ニレ科）
・カラムシ（イラクサ科）
・スイカズラ（スイカズラ科）
・シラスゲ（カヤツリグサ科）
・イヌザンショウ（ミカン科）

水田環境に特徴的に生育する植物
・キクモ（ゴマノハクサ科）
・ウリカワ（オモダカ科）
・ヤナギスブタ（トチカガミ科）
・ホッスモ（イバラモ科）
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保健センターよりおしらせ保健センターよりおしらせ

　インフルエンザウイルスの感染によっておこり、突然の高熱、
頭痛、関節痛など普通のかぜに比べ症状が重いのが特徴です。高
齢者がかかると肺炎などの合併症を引き起こし、重症化するので
注意が必要です。
　町では、６５歳以上の方のインフルエンザの予防接種に助成を行
い、下記のように実施いたしますので、予防のためにぜひ受けら
れますようおすすめします。（希望制です。）
１．接種対象者
　�接種日において満６５歳以上の方
　　（昭和１１年１２月３１日以前に生まれた方）
　�６０歳～６５歳未満の方で、次の障害を有する方
　　・心臓機能障害　・腎臓機能障害
　　・呼吸器機能障害　・ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能障害
２．接種場所と接種期間

申込み・問合せ・相談　越路町保健センター
　　　　　　　　　　　　@92－5011

　ガスが使用できる状態で赤ランプが点滅している
場合は、ガス漏れの疑いがあります。
　この状態を放置しておくと、電池切れとなり、ガ
スが使用できなくなることがありますので企業課
（@９２－２２４６）までご連絡ください。

※現在療養中の病気のある方は、できるだけかかりつけの病院で受けてください。
※接種を受けに行く前に、電話で確認してから受診してください。
３．自己負担額　１,０５０円（直接医療機関の窓口へお支払いください）
４．手続き　�町内で受ける方は、直接受診してください。

�町外で受ける方は、接種期間を確認し、予診票を発行しますので、保健福祉課か保健センターま
でお越しください。

５．持ち物　・健康保険証など（年齢を確認するためのもの）　・健康手帳（医療機関で接種済みの印を押します）
６．その他　�接種には本人の意思確認が必要です。本人の意思が確認できない場合は、家族の同意が必要です。

�今回の接種対象者で１１月７日以降に全額自己負担で受けられた方は保健センターにお問い合わせ
ください。※全戸配布の案内状には１１月８日と記載されていますが、７日の誤りです。訂正してお詫びします。
�町外で受けられる方は、接種の助成のできない医療機関もありますので、必ず手続きにお越しください。

��������	�
����������������	�
��������

接種期間接種場所

平成１３年１１月２０日～平成１３年１２月３１日まで
白山診療所・こしじ医院・岩塚診療所
越路クリニック・長谷川医院

平成１３年１１月２６日～平成１３年１２月３１日まで町外のかかりつけ医

＋きたまち献血ルーム ��������	
����������	
��
冬は天候の影響で血液が不足します。特に年末年始（１２月２９日、
３０日、１月２日～４日）は赤血球が大変不足します。全血献血に
ご協力をお願いします。

受付時間

9：30～１7：00　年中無休
（ただし１２月３１日、１月１日は除く）

〒９４０-２１２１　長岡市喜多町１１１３－１

http：//www.niigata.bc.jrc.or.jp
K　０１２０-０５６-３３９

　今までのケースでは、ガス器具の口火をつけっぱなしで発生するこ
とが多く見られました。
　最低でも、１ヶ月に１回はお休み前に口火を消すようにしましょう。

企業課から企業課から
��������	


◆ガスメータ器について

���������	
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■
賃
貸
住
宅
の
貸
主
は
、
都
道
府

県
知
事
又
は
各
都
道
府
県
の
指
定

登
録
機
関
に
、
高
齢
者
の
方
が
安

心
・
円
滑
に
入
居
で
き
る
賃
貸
住

宅（
高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
）

の
登
録
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
登
録
情
報
は
、
都
道
府
県
又
は

都
道
府
県
の
指
定
登
録
機
関
の
窓

口
及
び
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
国
の
登
録

情
報
の
閲
覧
も
可
能
で
す
。

■
ま
た
、
高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
全
国
の
登
録
情
報

の
閲
覧
も
可
能
で
す
。

■
高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
と

基
本
約
定
を
締
結
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
入
居
申
込
み
の
際
に
、
同
時
に
、

高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
に
家

賃
債
務
保
証
の
申
込
み
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
が

月
額
家
賃
（
共
益
費
、
管
理
費
を

含
み
ま
す
。）の
六
ヶ
月
を
限
度
に

家
賃
の
支
払
債
務
を
保
証
い
た
し

ま
す
。

■
月
額
家
賃
の
三
十
五
％
に
相
当

す
る
額
を
、
二
年
間
分
の
保
証
料

と
し
て
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

登 
録

閲 
覧

貸
主
側
が
最
初
に
行
う
手
続
き

保
証
利
用
希
望
の
際
の
手
続
き

高齢者の方が安心・円滑に入居できる
賃貸住宅の情報を広く入手できるようになります！

家賃債務保証制度が高齢者の方の入居をバックアップ！
登録住宅の貸主、入居を希望する高齢者が利用できる制度です。

「家賃債務保証制度」

平成１３年１０月よりスタート

都道府県知事又は
　指定登録機関

（都道府県知事が指定した登録機関）

貸　主
（高齢者円滑入居賃貸住宅）

 A都道府県
　 又は指定登録機関
 Bそのホームページ・
　 市町村窓口など

 C高齢者居住支援
　 センターホームページ

入居
希望者

登録住宅の貸主

高齢者居住
支援センター

借家入居
高齢者

入居希望者

登録住宅

高齢者居住
支援センター

�����

��
����
�������

����
���
���

����
���
���

����
���

貸主

�����

�����

�
�
�
�
�

�� 登録簿に登録

「高齢者円滑入居賃貸住宅の登録・閲覧制度」
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行政相談
期日　　１２月２１日�
時間　　午前９時～正午
場所　　越路町役場

心配ごと相談
期日　　１２月４日、１１日、１８日、２５日、
　　　　（毎週火曜日）
時間　　午後１時３０分～午後４時
場所　　福祉センター

国民年金相談
期日　　１２月１８日�
時間　　午前９時～午後４時
場所　　越路町役場

○親子のための招待コンサート
　クリスマス・ファンタジー
期　日　１２月２４日�午後２時開演
会　場　長岡リリックホール
問合せ　�２９－７７１１

○浅原神社　除夜の花火
期　日　１２月３１日�
会　場　浅原神社境内（片貝町）
問合せ　小千谷市片貝支所
　　　　　　　　　　　�８４－２０２６

長岡広域圏ガイド

今月の町内巡回バス（雪ボタル号）運休日
１２月２日�、８日�、９日�、１６日�、２２日�、２３日�、２４日�、２９日�、３０日�、３１日�

長

岡

市

小
千
谷
市

　心温まる、善意の寄付金をいただき、心から感
謝申し上げます。

○１０月１７日　浦　高橋　光雄様　　　６,８５０円
　　　　　　（福祉のお世話になったお礼）

○１１月２日　越路町民謡協会
　　　　　　会長　小林國雄様　　　１４,０００円
　　　　　　（豊年民謡まつりによる皆様の善意）

○１１月１３日　越路盆栽会
　　　　　　代表　矢代征平様　　　１１,６００円
　　　　　　（文化展チャリティー即売会による売上金）

○１１月１３日　越路陶友会
　　　　　　会長　渡辺利幸様　　　５４,５００円
　　（平成１３年中、チャリティー即売会による売上金）

○１１月１４日　飯塚公民館代表
　　　　　　内藤五郎様　　　　　３７,８４０円
　　　　　　（飯塚文化祭チャリティーバザー売上金）

　指定寄付金を除く寄付金については、全額「越
路町社会福祉基金」に積み立てます。

善意をありがとうございます

年末の交通事故防止運動
師走です　無事故で一年　しめくくり

１２月１１日�～１２月３１日�

飲酒運転の追放
・飲酒運転の危険性・責任の重大さを十分認識し、「飲酒のときは車を運転しない」

「車を運転するときは飲酒しない」強い信念を持ちましょう。

・「少ししか飲んでいないから大丈夫」「少しの距離だから大丈夫」などの甘い考

えは捨て、「飲んだら乗らない」を徹底しましょう。

・車での来訪者には絶対に酒類を出さないこと、酒類が出る会合には車を運転し

て行かない、行かせないことを徹底し、家族ぐるみで飲酒運転を追放しましょう。

高齢者の交通事故防止
・高齢者が外出するときは、明るく目立つ

服装と、靴や持ち物に反射材を取り付け、

車の運転手から見えやすいように配慮しま

しょう。

・高齢歩行者や自転車利用者を認めたら、

横断やふらつきなどの危険を予測し、ゆと

りのある運転に心がけましょう。

省エネルギーにご協力を！

����

���������	
����
期日　平成１４年２月９日�
会場　成出農村運動広場
主催　スノーフェスティバルｉｎ越路実行委員会
　家族、子供会、職場、仲間同士、町内会や公民館で冬の楽しみ
に雪像を造ってみませんか。
　広報１月号で参加内容及び申込書を配布します。
　詳しいことは企画振興課（�９２－５９０２）までお問い合わせください。

みんなで
雪像をつ

くろう！

みんなで
雪像をつ

くろう！

12月1日～31日は大気汚染防止推進月間�

新潟県アイドリング・ストップ運動実施中!!

アイ
ドリ
ング・

ストップ　アイドリング・ストップ

駐

停車中のエンジンは切りま
しょ

う
。

地
球

の
健康
のた
めに、　　子供たちの未来のため

に
。

雪山すべり台、屋台やステー
ジイベントなど１日たっぷり
遊べるよ。
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町の入札状況をお知らせします
落札価格請負業者名事　　業　　名年月日
１１,０２５,０００円大 原 技 術 �町道２８９号線詳細設計業務委託１３．１０．２４
１０,４４７,５００円サ カ タ 調 理 機 �（仮称）越路町東部保育園厨房用品等購入　〃　
６,０９０,０００円� 越 路 地 計町道２９３・４０４号線県道編入業務委託１３．１０．３１
５,１９７,５００円藤 島 無 線 �気象観測装置入替工事１３．１１．２
９,０３０,０００円� ナ ガ ミ ネ町道２９３号線消雪施設工事１３．１１．１４

路
町
交
番
」
が
十
二
月
二
十
二
日

か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
来
迎
寺
、
岩
塚
、
浦
駐
在

所
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

ス
キ
ー
国
体
が
平
成
十
四
年
二

月
二
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
開
会
式
の
観
覧
は

無
料
で
す
が
、
入
場
整
理
券
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

一
、
日
時

　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
日
�

　

午
後
十
二
時
十
分
か
ら
入
場

二
、
場
所

　

妙
高
高
原
町
立
妙
高
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド

三
、
応
募
期
限

　

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日

�
当
日
消
印
有
効

四
、
問
合
せ

　

申
込
み
方
法
等
詳
し
く
は
、
新

潟
県
教
育
庁
保
健
体
育
課
国
体
開

催
準
備
室
内
「
に
い
が
た
妙
高
国

体
」
新
潟
県
実
行
委
員
会
事
務
局

ま
で

�
〇
二
五
―
二
八
〇
―
五
二
六
七

　

新
潟
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

で
は
、
三
十
万
円
以
下
の
少
額
な

金
銭
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る

方
を
対
象
に
、
電
話
に
よ
る
相
談

に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

一
、
日
時

　

平
成
十
三
年
第
四
回
議
会
定
例

会
を
十
二
月
十
二
日
�
か
ら
十
四

日
�
ま
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
は
、
無
線
放
送
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
不
明

な
点
は
議
会
事
務
局
（
�
九
二
―

五
九
〇
九
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
次
の

統
計
調
査
が
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

・
平
成
十
三
年
工
業
統
計
調
査

　
（
製
造
事
業
所
の
実
態
を
調
査
）

・
平
成
十
三
年
石
油
等
消
費
構
造

統
計
調
査

　
（
従
業
員
三
十
人
以
上
の
製
造

事
業
所
の
石
油
等
の
消
費
実
態
を

調
査
）

　

本
年
十
二
月
か
ら
来
年
一
月
に

か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
も
と
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

経
済
産
業
省
・
新
潟
県

◎
問
合
せ

　

役
場
企
画
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　

�
九
二
―
五
九
〇
二

　

現
在
、役
場
隣
に
建
設
中
の「
越

二
、
場
所

　

関
東
信
越
税
理
士
会
長
岡
支
部

事
務
局
（
長
岡
市
三
和
三
丁
目
）

三
、
そ
の
他

・
相
談
内
容
を
説
明
で
き
る
資
料

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

・
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

四
、
問
合
せ

　

関
東
信
越
税
理
士
会
長
岡
支
部

　

事
務
局
�
三
三
―
八
〇
八
〇

　

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
お
年
寄
り
や
そ
の
家

族
の
方
々
が
抱
え
る
悩
み
ご
と
や
、

心
配
ご
と
の
相
談
を
無
料
で
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

一
、
相
談
日
時

　

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

二
、
相
談
電
話
番
号

　

〇
二
五
―
二
八
五
―
四
一
六
五

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
長
岡
支
店

で
は
高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
な
ど
の
入
学
や
在
学
中

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
目
的

で
お
取
扱
を
し
て
い
ま
す
。

一
、
融
資
限
度
額

　

二
百
万
円
（
学
生
・
生
徒
一
人

あ
た
り
）

二
、
金
利

　

年
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト

　

十
二
月
二
日
�
午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

二
、
相
談
電
話
番
号

　

〇
二
五
―
二
二
八
―
一
八
六
〇

　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
限
り
）

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ

オ
を
利
用
し
て
大
学
教
育
を
行
っ

て
い
る
通
信
制
の
四
年
制
大
学
で
、

外
国
語
、工
学
、文
学
、心
理
学
、健

康
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
の
三
百

二
十
科
目
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
、
募
集
期
間

　

平
成
十
三
年
十
二
月
十
五
日
か

ら
平
成
十
四
年
二
月
十
五
日
ま
で

二
、
そ
の
他

※
大
学
院
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
四
月
か
ら
大
学
院

生
受
入
れ
開
始
！

三
、
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

�
〇
二
五
―
二
二
八
―
二
六
五
一

　

税
理
士
会
長
岡
支
部
で
は
、
毎

月
二
回
の
無
料
税
務
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
相
談
は
、
税
金
に
関

す
る
こ
と
全
般
に
つ
い
て
税
理
士

が
直
接
面
談
し
て
お
答
え
し
ま
す
。

な
お
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
、
日
時

　

毎
月
第
一
第
三
水
曜
日
の
午
前

九
時
三
十
分
か
ら
正
午

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

三
、
融
資
期
間

　

十
年
以
内
（
交
通
遺
児
家
庭
及

び
母
子
家
庭
の
方
は
一
年
の
延
長

が
可
能
で
す
。）

四
、
返
済
方
法

　

毎
月
元
利
金
等
払
（
ボ
ー
ナ
ス

併
用
払
が
可
能
）

五
、
問
合
せ

　

国
民
生
活
金
融
公
庫

　

�
三
六
―
四
三
六
〇

　

今
年
は
、
世
界
人
権
宣
言
採
択

五
十
三
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
お

互
い
の
人
権
を
遵
守
し
ま
し
ょ
う
。

・
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意

識
・
女
性
の
地
位
を
た
か
め
よ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う
。

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

　
　

長
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
　

新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局

十
二
月
四
日
か
ら
十
二
月

十
日
は
人
権
週
間
で
す

お
年
寄
り
の
よ
ろ
ず
相
談

税
理
士
の
無
料
税
務
相
談

の
ご
案
内

放
送
大
学
学
生
募
集

に
い
が
た
妙
高
国
体
開
会

式
一
般
観
覧
者
募
集

少
額
ト
ラ
ブ
ル
一
一
〇
番

越
路
町
議
会
定
例
会
の

　
　
　
　
　
　

お
し
ら
せ

越
路
町
交
番
が
業
務
開
始

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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新
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
イ
ン
テ
リ
ア
を
変
え
た
い

と
思
う
な
ら
、
カ
ー
テ
ン
を

新
し
く
し
て
み
る
と
い
う
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

一
般
的
な
の
は
、
窓
の
上

部
に
レ
ー
ル
を
つ
け
て
布
地

を
左
右
に
開
閉
さ

せ
る
カ
ー
テ
ン
で
す
が
、
ほ
か

に
も
布
地
を
上
下
に
た
く
し

あ
げ
て
開
け
閉
め
す
る
ロ
ー

マ
ン
シ
ェ
ー
ド
、
一
枚
の
布
を

開
閉
コ
ー
ド
で
巻
き
上
げ
た

り
下
ろ
し
た
り
す
る
ロ
ー
ル

ス
ク
リ
ー
ン
、
羽
を
開
閉
さ
せ

る
ブ
ラ
イ
ン
ド
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ー
テ
ン
の
な
か
に

も
、
左
右
に
引
き
分
け
ず
中
央

を
常
に
固
定
さ
せ
て
お
く
タ

イ
プ
、
端
か
ら
も
う
一
方
の
端
へ
ア
ー

チ
を
描
く
ス
カ
ラ
ッ
プ
、
左
右
の
布
地

が
真
ん
中
で
交
差
す
る
中
央
交
差
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り

ま
す
。
部
屋
の
目
的
、
イ
メ
ー
ジ
、
家

具
や
照
明
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
も
考
え

て
選
び
ま
し
ょ
う
。
色
や
柄
は
好
み
で

す
が
、
無
地
や
無
地
に
近
い
柄
の
ほ
う

が
、
家
具
な
ど
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
り

や
す
い
よ
う
で
す
。

　

カ
ー
テ
ン
を
新
調
す
る
の
は
ち
ょ
っ

と
無
理
と
い
う
場
合
は
、
タ
ッ
セ
ル

（
カ
ー
テ
ン
を
束
ね
る
ベ
ル
ト
）だ
け
を

変
え
て
み
る
と
い
う
手
も
あ
り
ま
す
。

ふ
つ
う
、
カ
ー
テ
ン
と
同
じ
布

地
で
作
ら
れ
て
い
る
タ
ッ
セ

ル
を
幅
広
の
リ
ボ
ン
、
き
れ
い

な
色
や
柄
の
ハ
ン
カ
チ
や
小

判
の
ス
カ
ー
フ
、
バ
ン
ダ
ナ
な

ど
に
変
え
て
み
る
の
で
す
。
ブ

レ
ス
レ
ッ
ト
や
チ
ョ
ー
カ
ー

な
ど
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や

チ
ェ
ー
ン
を
使
っ
て
み
る
の

も
お
も
し
ろ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
カ
ー
テ
ン
と
の
調
和
を

考
え
て
い
ろ
い
ろ
試
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

住�
カーテンで模様がえ 

エエイイミミーー先先生生ととハハロロウウィィンンごごっっここ

体体育育教教室室ののおお兄兄ささんんとと「「ううまま
くくととびび越越ええらられれるるかかなな？？」」

人人形形劇劇でで感感動動ののひひとと時時でですす

大大ききななおおいいももががここんんななににたたくくささんんすすごごーーいい！！

楽楽ししいいおお招招きき会会
いいつつももあありりががととうう！！ププレレゼゼンントトでですす
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俳　

句

行
き
交
ふ
て
人
の
寡
黙
や
冬
め
け
る

茶
の
花
や
蕊
の
金
色
陽
を
撥
ね
て

茸
狩
り
や
忍
者
の
如
き
農
夫
居
て

な
ん
と
な
く
雲
の
動
き
に
冬
め
け
る

農
に
嫁
し
五
十
余
年
の
大
根
引
く

走
り
根
に
落
葉
散
り
敷
く
井
月
碑

稲
架
解
き
て
浮
き
立
つ
佐
渡
を
呼
び
も
ど
す

立
冬
や
醸
造
蔵
の
初
け
む
り

貼
り
替
え
の
障
子
の
家
に
住
み
古
り
て

バ
ス
時
刻
変
る
過
疎
村
冬
め
け
る

こ
だ
わ
り
の
結
び
目
老
の
冬
囲
い

札
所
寺
磴
高
々
と
照
る
も
み
ぢ

紅
葉
峡
風
に
乗
り
来
る
硫
黄
の
香

茸
山
や
同
姓
十
戸
寄
り
て
住
む

茶
の
花
や
置
き
薬
り
屋
も
代
変
り

青
竹
に
並
ぶ
結
び
目
冬
囲
い

通
り
過
ぐ
足
音
に
さ
え
冬
め
け
る

冬
構
暗
さ
に
馴
れ
し
安
堵
か
な

稲
架
の
香
の
そ
こ
は
か
と
な
く
野
の
昼
餉

木
枯
し
を
い
つ
も
ま
と
も
に
鬼
瓦

大
輪
の
白
菊
育
だ
て
祖
母
偲
ぶ

冬
め
く
や
名
も
な
き
星
の
輝
き
に

大
矢
仁
三
郎

　

〃　

　

〃　

西
脇
弥
一
郎

　

〃　

　

〃　

　

〃　

郷　

や
す
し

　

〃　

大
矢　
　

弘

　

〃　

上
田
ひ
ろ
子

　

〃　

高
橋　

広
美

　

〃　

　

〃　

清
水　

久
子

　

〃　

内
山　

博
一

　

〃　

丸
山　

京
子

五
十
嵐
了
三

新
浮
海
俳
句
会

し
い
練
習
も
励
ま
し
合
い
チ
ー
ム

を
盛
り
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
結
果
、

北
信
越
大
会
を
制
覇
し
、
初
の
本

県
チ
ー
ム
の
国
体
出
場
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

内
野
先
生
は
、
今
年
四
月
に
栃

尾
市
立
秋
葉
中
学
校
よ
り
保
健
体

育
の
教
諭
と
し
て
越
路
中
学
校
に

転
入
、
一
年
生
の
担
任
を
さ
れ
、

部
活
動
で
は
剣
道
部
顧
問
と
し
て

生
徒
の
指
導
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
で
十
月
十
三
日
よ
り
十

八
日
ま
で
行
わ
れ
た
第
五
十
六
回

国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
（
新
世

紀
・
み
や
ぎ
国
体
）
に
、
越
路
中

学
校
教
諭
内
野
葉
子
さ
ん
が
新
潟

県
と
し
て
は
初
の
剣
道
成
年
女
子

団
体
に
出
場
さ
れ
三
位
入
賞
の
成

績
を
お
さ
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

内
野
先
生
は
チ
ー
ム
の
大
将
と

し
て
、
強
化
練
習
で
は
チ
ー
ム

メ
ー
ト
と
寝
食
を
と
も
に
し
、
厳

越
路
中
学
校
教
諭　

内
野
葉
子
さ
ん

　
 
「
み
や
ぎ
国
体
」
の
剣
道
で
活
躍

最最優優秀秀鉄鉄人人 木木曽曽健健太太郎郎ささんん

３３位位入入賞賞をを果果たたししたた新新潟潟県県チチーームム
（（一一番番右右側側がが内内野野先先生生））

８８人人のの鉄鉄人人がが腕腕をを競競いいああっったた

　

今
年
の
最
優
秀
鉄
人
に
は
、
東

谷
の
木
曽
健
太
郎
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
町
観

光
協
会
主
催
の
「
そ
ば
の
鉄
人
大

会
」
が
、
十
一
月
四
日
、
も
み
じ

園
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
よ
り
多
い
そ
ば

作
り
愛
好
家
八
人
が
、
町
内
で
収

穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
そ
ば
粉
を

使
っ
て
、
そ
ば
打
ち
の
技
を
競
い
、

で
き
あ
が
っ
た
そ
ば
の
味
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
で
作
っ
た
そ
ば
と

販
売
用
の
そ
ば
も
合
わ
せ
観
客
の

方
々
か
ら
も
ご
賞
味
い
た
だ
き
ま

し
た
。

「
第
五
回
そ
ば
の
鉄
人
大
会
」
開
催
さ
れ
る



広報こしじ 平成１３年１２月号13

１2月の行事

　

十
一
月
十
七
日
�
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
二

階
子
供
遊
戯
室
に
お
き
ま
し
て
町
民
囲
碁

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
腕
に
覚
え
の
あ
る
方
々
が
集
ま

り
、
こ
の
一
年
の
研
鑚
の
成
果
を
ぶ
つ
け

あ
い
、
町
内
囲
碁
名
人
の
座
を
目
指
し
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

優　

勝　

野
沢　

昌
夫

　
　

第
二
位　

斉
藤　

秀
雄

　
　

第
三
位　

長
谷
川　

松
夫

　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

優　

勝　

長
田　

寛

　
　

第
二
位　

吉
岡　

誠
哉

　
　

第
三
位　

広
川　

純
夫

　

十
一
月
三
日
�
、
も
み
じ
園
に
お
き
ま

し
て
町
民
茶
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
町
内
、
外
問
わ
ず
例
年
に
も
増

し
て
多
く
の
人
が
も
み
じ
園
を
訪
れ
、
色

づ
き
は
じ
め
た
も
み
じ
と
茶
席
を
楽
し
ま

れ
ま
し
た
。

　

茶
会
は
、
さ
く
ら
の
間
と
も
み
じ
の
間

に
宗
偏
流
の
茶
席
が
設
け
ら
れ
、
い
ろ
り

の
間
に
は
番
茶
と
菓
子
が
用
意
さ
れ
ゆ
っ

た
り
と
し
た
茶
席
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
間
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
な

茶
席
が
用
意
さ
れ
、
訪
れ
た
人
も
庭
園
の

風
情
と
と
も
に
各
間
の
お
茶
を
楽
し
ん
で

い
か
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
一
日
�
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
二

階
子
供
遊
戯
室
に
お
き
ま
し
て
町
民
将
棋

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

少
し
で
も
先
を
読
ま
ん
と
、
一
手
、
一

手
に
マ
イ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
働
か
せ
、

緊
張
感
あ
ふ
れ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　

倉
井　

邦
彦

　

準
優
勝　

関　
　

勝
義

　

第
三
位　

斉
藤　

秀
雄

　

十
一
月
十
一
日
�
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
三

階
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室
を
会
場
に
第
二

十
回
町
民
詩
吟
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
大
吟
詠

に
は
じ
ま
り
前
半
は
初
段
〜
七
段
、
剣
仕

舞
の
部
、
企
画
吟
の
部
の
発
表
が
あ
り
、

後
半
か
ら
は
一
般
町
民
の
部
、
八
段
〜
代

範
、
招
待
者
吟
詠
の
部
と
発
表
が
続
き
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
に
お
い
て
素
晴
ら

し
い
喉
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 先を読む為に頭をフル回転。将棋大会にて

◎英会話教室（Jr低学年・高学年）
　　１２月５日�　　　　　　会場：福祉センター
◎英会話教室（初級・中級）
　　１２月５、１２日�　　　　会場：福祉センター
◎英会話教室（上級）
　　１２月６、１３、２０日�　　会場：福祉センター

◎コーラス教室
　　１２月５日�　　　　　　会場：福祉センター
◎わんぱく教室フラワーアレンジメント
　　１２月８日�　　　　　　会場：福祉センター
◎わんぱく教室クリスマスおはなし会
　　１２月２１日�　　　　　　会場：児童交流会館
◎るんるん親子教室
　　１２月１９日�　　　　　　会場：福祉センター

文化の秋満載!!各種大会とその内容

囲碁大会　熱闘の様子

町
民
茶
会

もみじ園　もみじの間にて

町
民
将
棋
大
会

町
民
詩
吟
大
会

町
民
囲
碁
大
会

１１22月月のの行行事事

文文化化のの秋秋満満載載!!!!各各種種大大会会ととそそのの内内容容
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公民館だより 　公民館は、住民のために教育、学術及び文化に関する各種の事�
業を行い、住民の教育の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生�
活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することが目的です。�

　

そ
の
他
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
各
会
場
で
は
、

各
流
派
い
け
花
展
、
高
齢
者
教
室
い
け
花

展
、
町
盆
栽
会
盆
栽
展
、
高
齢
者
教
室
盆

栽
展
、
児
童
画
廊
、
手
芸
、
工
芸
、
か
ぎ

ろ
ひ
塾
、
押
し
花
、
お
か
め
か
ぼ
ち
ゃ
倶

楽
部
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
、
い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
の
午
後
か
ら
は
各
部
門

の
審
査
員
、
中
静
静
山
（
絵
画
）、
今
千
春

（
陶
芸
）、
関
大
撲
（
書
道
）、
稲
垣
政
雄

（
写
真
）の
四
人
の
先
生
方
に
よ
り
作
品
講

評
が
行
わ
れ
（
今
千
春
先
生
に
つ
い
て
は
、

都
合
の
た
め
文
書
で
の
講
評
）、出
展
さ
れ

た
方
々
以
外
に
も
多
く
の
方
が
熱
心
に
先

生
の
解
説
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

美
術
展
受
賞
者

◎
絵
画
の
部

　

町
長
賞　

大
塩
静
子

　

奨
励
賞　

槙　

キ
ク　
　

郷　

玲
子

　

努
力
賞　

千
葉
邦
夫　
　

高
橋
一
郎

　
　
　
　
　

小
川
英
雄　
　

鎌
田
昌
美

　
　
　
　
　

青
柳
ミ
チ　
　

白
井
久
策

◎
陶
芸
の
部

　

町
長
賞　

永
井　

好

　

奨
励
賞　

新
保
忠
雄　
　

田
中　

保

　

努
力
賞　

渡
辺
利
幸　
　

佐
藤　

仁

　
　
　
　
　

大
野
由
利
子　

星
野　

功

◎
書
道
の
部

　

町
長
賞　

遣
水
範
子

　

奨
励
賞　

中
西
佳
子　
　

郷　

恵
子

　
　
　
　
　

若
林　

進

　

努
力
賞　

佐
藤
洋
子　
　

長
谷
川
和
子

　
　
　
　
　

高
橋
一
郎　
　

佐
藤
正
子

　
　
　
　
　

大
石
富
子　
　

エ
イ
ミ
ー
ペ
リ
ー

　
　
　
　
　

佐
藤
里
久　
　

竹
内
玉
吉

◎
写
真
の
部

　

町
長
賞　

佐
藤
久
仁
比
古

　

奨
励
賞　

渡
辺
輝
繁

　

努
力
賞　

小
野
塚
榮
一　

佐
藤
眞
知
子

　

今
年
で
四
十
六
回
を
迎
え
た
越
路
町
文

化
展
が
十
一
月
二
日
�
か
ら
十
一
月
四
日

�
ま
で
三
日
間
、
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
例
年
に
も
増
し
て
多
く
の
方

が
訪
れ
、
出
展
者
の
力
作
の
数
々
に
感
嘆

の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
対
象
と
な
る
美
術
展
で
は
、
絵

画
の
部
三
十
一
点
、
陶
芸
の
部
三
十
三
点
、

書
道
の
部
四
十
九
点
、
写
真
の
部
二
十
六

点
と
い
う
多
く
の
作
品
が
出
展
さ
れ
、
そ

の
中
か
ら
左
記
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

十
一
月
二
日
�
か
ら
十
一
月
四
日
�
の

三
日
間
、保
健
セ
ン
タ
ー
車
庫
棟
に
お
き
ま

し
て
越
路
町
菊
花
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
町
内
の
菊
作
り
の
名
人
た
ち

が
研
究
を
重
ね
て
育
て
上
げ
た
菊
の
美
を

競
い
合
い
ま
し
た
。
成
績
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

《
総
合
成
績
》

　

第
一
位　

田
中　

英
輔

　

第
二
位　

西
脇　

忠
男

　

第
三
位　

小
宮　

正

　

第
四
位　

永
井　

順
二
郎

　

第
五
位　

伊
津　

登
喜
夫

　

第
六
位　

番
場　

一
徳

《
六
本
立
花
壇
順
位
》

　

第
一
位　

田
中　

英
輔

　

第
二
位　

西
脇　

忠
男

　

第
三
位　

小
宮　

正

《
三
本
立
花
壇
順
位
》

　

第
一
位　

田
中　

英
輔

　

第
二
位　

西
脇　

忠
男

　

第
三
位　

小
宮　
　

正

《
競
技
花
三
本
立
花
壇　

国
華
越
山
》

　

第
一
位　

田
中　

英
輔

　

第
二
位　

小
宮　

正

　

第
三
位　

永
井　

順
二
郎

《
競
技
花
一
本
立
泉
郷
情
熱
》

　

第
一
位　

西
脇　

忠
男

　

第
二
位　

小
宮　

正

　

第
三
位　

田
中　

英
輔

《
競
技
花
一
本
立
国
華
え
び
の
》

　

第
一
位　

長
谷
川　

一
男

　

第
二
位　

小
宮　

正

　

第
三
位　

西
脇　

忠
男

美術展表彰式の様子

フラワーアレンジメント体験教室の様子

文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化
のののののののののの
秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋
大大大大大大大大大大
行行行行行行行行行行
進進進進進進進進進進

文
化
の
秋
大
行
進

美　

術　

展

第
四
十
二
回
菊
花
展

中静静山先生による作品講評の様子
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　１１月４日�、塚山中学校・塚山小学校体育館を会場として第３４回町民バドミントン大会が開催されました。

　大会には町内の小学生・中学生・一般の社会人の選手たちが参加いたしました。県下でもトップクラスの選手

たちのレベルの高いプレーが見られる中、大会に参加した選手たちはそれぞれスポーツの秋を満喫していました。

　各クラスの結果は次のとおりです。

●Ａクラス　　　　　　　　　　　　●Ｂクラス　　　　　　　　　　　　●中学生男子
　１位　　山本　裕章・白井　啓太　　１位　　中山　克也・長谷川　聡　　１位　　宮川　正史・遣水　良孝
　２位　　高野　　泰・細川　　哲　　２位　　米山　拓也・竹内　裕也　　２位　　永井　宙斗・小川　　峻
　３位　　佐藤かおり・山本　健也　　３位　　内山　伸夫・吉原　　隆　　３位　　桑原　優介・小森　俊英
　３位　　毛利　重幸・毛利　正和　　３位　　鈴木　輝紀・鈴木真理子　　３位　　半藤　康大・小野塚達也
●中学生女子　　　　　　　　　　　●小学生男子　　　　　　　　　　　●小学生女子
　１位　　白井　恵美・山本　詩織　　１位　　平林　　徹・大野　誠也　　１位　　馬場　麻美・郷　　幸枝
　２位　　藤野　菜月・竹内　沙織　　２位　　桑原　大輔・大矢　龍馬　　２位　　高橋見也子・佐藤　恵子
　３位　　竹内　智美・西沢　美香　　３位　　佐藤新太郎・白井　　崇　　３位　　小川あゆみ・山本　小町
　３位　　小野塚結美・近藤　優香　　３位　　内山　翔平・内山光太郎　　３位　　白井　真美・青柳　美紀

●男子Ａクラス　　　●男子一般　　　　　●女子一般　　　　　●中学生男子　　　　●中学生女子
　１位　毛利　正和　　１位　杉田　和生　　１位　毛利　里実　　１位　宮川　正史　　１位　藤野　菜月
　２位　白井　啓太　　２位　梅沢　史憲　　２位　鈴木　智恵　　２位　小森　俊英　　２位　山本　詩織
　３位　関　　朋之　　３位　岩野　美之　　３位　堀井　　望　　３位　松山　真也　　３位　白井　恵美
　３位　米山　佑介　　３位　五十嵐公一　　３位　内山亜樹子　　３位　半藤　康大　　３位　西沢　美香
●小学生男子高学年　●小学生男子低学年　●小学生女子高学年　●小学生女子低学年
　１位　白井　　崇　　１位　平林　　悟　　１位　馬場　麻美　　１位　赤井かおり
　２位　長谷川隆大　　２位　大谷　　凌　　２位　郷　　幸枝　　２位　赤井さおり
　３位　内山　翔平　　３位　細川　晃太　　３位　小川あゆみ　　３位　平林　千尋
　３位　大野　誠也　　３位　永井　　周　　３位　竹内　沙織　　３位　西沢　亜紀

１位　中野島ＢＣ�Ｃ 　２位　中野島ＢＣ�Ａ 　３位　ヨネックス�Ａ 　３位　中野島ＢＣ�Ｂ 

◆　ダ　ブ　ル　ス

◆　シングルス

◆　団　体　戦
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☆☆☆ 12月のスポーツ ☆☆☆☆☆☆ 12月のスポーツ　☆☆☆

雷神全国大会大活躍！

　去る１１月１１日∂、１２日∑三重県亀山市西野公園体育館
で行われた第１４回全国スポーツ・レクリエーション祭男
女混合綱引大会に、新潟県代表として雷神が参加しました。
　全国の強豪を相手に予選リーグＩブロックを１位で通
過、決勝リーグではＦ、Ｇ、Ｈブロック１位チーム相手
に３位入賞と大健闘しました。

問い合せ参加費内　容対象者ところと　き行　　　事

協会　西脇　正
@　９２－２３０９

１チーム
３,５００円

トーナメント方式
町内在住または
職域を有する方

町民体育館１２月２日∂
第１１回町民
バスケットボール大会

役場内　関　和仁
@　９２－３１１１

１チーム
１,５００円

リーグ戦
決勝トーナメント

町内婦人チーム町民体育館１２月９日∂
第１４回
ウィンタースマイルカップ

役場内　長谷川幹雄
@　９２－３１１１

１チーム
３,０００円

リーグ戦
決勝トーナメント

町内フットサル
チーム

町民体育館
越中体育館

１２月１６日∂
第１回町民
フットサル大会

第第1177回回町町民民ババレレーーボボーールル大大会会
　１１月４日�町民体育館を会場として第１７回町民バレーボール大会が開催されました。

　大会には全２０チームが参加しＡ・Ｂ・Ｃの３クラスに別れて、予選リーグ及び決勝トーナメントと熱戦を繰り

広げました。各クラスとも決勝戦はフルセットにまで縺れる熱戦となりました。

　各クラスの結果は下記のとおりです。

▲　ニューヤンキースＡ ▲　フルパワーズ ▲　　No　Name

ＡＡククララスス ＢＢククララスス ＣＣククララスス
優　勝　ニューヤンキースＡ
準優勝　魚沼線下り

優　勝　フルパワーズ
準優勝　浦中ファミリーズＢ

優　勝　No　Name
準優勝　パワーズ

決勝リーグ第3位入賞

▲　雷　神


